
1 

第 207 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和４年５月 26 日（木） 

 

２ 開催日時        令和４年６月 14 日（火） 午後２時 00 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

 新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（13 名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、石井正門、葛西澄人、神田義信 

塚田政直、富樫 聰、津畑和義、本間勉、若杉玉二、脇坂三重城 

高橋千洋 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

米山書記長、渡邉主査、高野主事 

新潟県農林水産部水産課 

前副参事(団体・企画係)、吉田係長（調整係）、上村技師（資源対策係） 

  佐渡地域振興局農林水産振興部漁政課 

   須藤漁業調整員 

    

 ５ 議 題 

（１）新潟県資源管理方針の改正について（諮問） 

 （２）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（諮問） 

 （３）まさば・ごまさば及びずわいがにの知事管理漁獲可能量の当初配分に

ついて 

    （諮問） 

 （４）知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

 （５）令和４年度新潟、山形両海区の小型機船底びき網漁業入会操業協定に

ついて 
（協議） 

 （６）全国海区漁業調整委員会連合会への要望事項について（協議） 

 （７）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

 （８）資源管理の状況等の報告について（報告） 

（９）その他 
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６ 会議の顛末 

（14：00） 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

・定刻となりましたので、ただいまより第２０７回新潟海区漁業

調整委員会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、13 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規

程第６条の規定により、この委員会が成立することを報告しま

す。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２０７回新潟海区漁業調整委員会を開会しま 

す。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させて頂いてよ

ろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、脇坂委員、高橋委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「新潟県資源管理方針の改正について」は知事から

の諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・私のほうから一点よろしいでしょうか。県が１％留保するとあ
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上村技師 

 

 

土屋会長 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

   

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

りますが、これはずっと留保するのでしょうか。 

 

・基本的には、そのような形になります。特例的に分配する場合

には海区漁業調整委員会に諮り、漁業者に分配いたします。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更につ

いて」も知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 
・それでは議題（２）についても、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「まさば・ごまさば及びずわいがにの知事管

理漁獲可能量の当初配分について」も知事からの諮問事項です。

県から諮問をお願いします。 
 

［諮問文を朗読］ 
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土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

富樫委員 

 

 

 

上村技師 

 

 

富樫委員 

 

上村技師 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

 

・ずわいがにに関して、基本シェアの 74.99％を超えたらどのよ

うな規制がかかるのですか。マグロ等の場合は、枠を超えた場

合、採捕できなくなりますよね。ずわいがにも同様でしょうか。 

 

・基本的には、漁獲可能量を超えないように県としても指導し 

ていきます。 

 

・県の指導というのは、もう獲るなということ？ 

 

・349 トンを超えてしまう恐れがある場合には、そのように指導

させていただきます。ですが、実態としてずわいがにの漁獲量

は毎年 140 トン程度で推移しており、超える恐れはありませ

ん。 

 

・他に意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこ

ととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）についても、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて、議題（４）「知事許可漁業の許可又は起業の認可を申

請すべき期間について」知事からの諮問事項です。県から諮問

をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 
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高野主事 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

事務局 

（渡邉） 

土屋会長 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

事務局 

(渡邉) 

富樫委員 

 

 

 

土屋会長 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問は、ありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないことと

してよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（４）についても、原案どおりとして差し支えな

い旨、知事へ答申することとします。 

・続いて、議題（５）「令和４年度新潟、山形両海区小型機船底

びき網漁業入会操業協定について」県から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（５）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。入会協定に関して直接関係の

ある富樫委員どうでしょうか。 

 

・特に意見等はありませんが、許可実績について私どもの把握し

ている隻数と異なっているので、後から新潟県の把握している

数を教えていただけますか。 

 

・昨年の許可実績を後程、送付させていただきます。 

 

・許可されていて操業の実績がないもしくは、もう操業しない船

があるなら許可の見直しができるかもしれないのでよろしくお

願いいたします。 

 

・他に意見等は無いようですので、案のとおりとしてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（５）について、了承いただきましたので、案の
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高野主事 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

脇坂委員 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

米山課長 

 

 

とおり協定を締結することとします。 

・続いて、議題（６）「全国海区漁業調整委員会連合会への要望

事項について」事務局から説明をお願いします。 

 

［資料６他配布資料に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（６）について説明がありましたが、ご意見、

ご質問はありませんでしょうか。 

・水産課に最近の船舶事故をまとめていただきましたけれども、 

 連休中にもミニボートの事故が多発しました。私としては、も

う少し強く要望していきたいと考えております。これについて

皆さん意見等ありますでしょうか。 

 

・プレジャーボートだけでなく漁協に所属している小さな船外機

船がかなり沖まで出てきており、漁業に支障をきたしている。

そういった船に対しては、漁協に所属しているため注意はした

こともあります。一方で、プレジャーボートは遊び船であり漁

協に所属していないため、どこが主体となって指導するのかが

わからない。見つけて注意はしているが、なかなか聞く耳を持

ってもらえない。年々プレジャーボートも増えてきていて、こ

のままだと事故が起こりかねない。 

 

・他に意見等ありますでしょうか 

 

・毎年のことですけれども、我々はえ縄漁業者は同じ場所で釣

りをやっているんです。遊漁者が邪魔で釣りができないこと

はないが、漁場の中で漁具・漁法に障害が出始めている。こ

れに対して、県が調整等できないものか。もしくは、各漁協

で行ってよいものなのか。年々このような話が漁業者から出

てきていて、商売にならないという漁業者もいます。県でな

にかしら対策を考えていただきたい。 

 

・県からなにかありますでしょうか。 

 

・一般の方々には注意がしづらいというのが実情としてあるとは

思います。日本小型船舶機構の検査を受けた船であれば、番号

が表示されていると思いますが、その番号を控えて海保等に通
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吉田係長 

 

 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

 

石井委員 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

事務局 

(渡邉) 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

本間委員 

 

報していただくことも手の一つであると考えております。 

 

・漁業の操業との調整については、規制をかけようとすれば委員

会指示がありますが遊漁者だけに規制はできないでしょうし、

両者の意見を聴きながら調整していくという形になるかと思

います。そういった場としては、平成 23 年を最後に開催され

ていませんが、本県には海面利用協議会というものがございま

す。必要があれば、当該協議会を開催して海面をどのように利

用していくか協議していく必要があると思います。 

 

・今ほどの問題、新潟漁業調整事務所ともお話をさせてもらいま

したが全国でも同様の意見が上がってきていて解決策がない

のが実情です。また、国とも連携して我々にできる対策を見出

していけたらと思います。 

 

・プレジャーボート等の漁協に所属していない違反者を誰に連絡

したらいいのかという質問がありましたが、寺泊の場合ですと

マリンクラブというものがあります。そこに通報するとマリン

クラブから違反者に厳重注意してもらうという仕組みになっ

ています。そういったものは無いですか。 

 

・そういったものは無いです。 

 

・少し補足をさせてください。一昨年の要望に対しての国からの

回答についてお伝えしておきます。水産庁としても、関係団体

に対してマニュアル等を作成し、広報活動に努めているとのこ

とです。引き続き要望していくことでそういった動きが活発に

なればよいと考えております。また、遊漁者の組織化について

も資料 P.51④にも挙げられていますが、全漁調連の要望として

あげていただいています。こういった要望を通じて、遊漁者側

に話し合いができる組織が作られることを期待しているとこ

ろです。 

 

・ありがとうございます。ほかにありますでしょうか 

 

・漁業者と遊漁者どちらも魚がいる場所にいるわけですから、漁

業者が優先になるようにしていかないといけない。私ども漁師
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土屋会長 

 

津畑委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邊委員 

 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋委員 

は、日曜日になると釣船がいるから、操業しないということも

あります。 

 

・他になにかあればお願いいたします。 

 

・この問題に関しては、柏崎には日本海側唯一のマリーナがあり

ますけれども、未だかつてトラブルが起きたことがありません。 

 なぜかというと、お互いの信頼関係だと考えております。例え

ばプレジャーボートが釣りをしてはいけない区域等があり、繰

り返し違反した場合には、マリーナから出て行ってもらうとい

う厳しい規制も行っています。漁業者は商売であり、遊漁者は

遊びであるため両者が話し合える場を持つことが大切だと考え

ております。また、信頼関係を築いていくことも大切だと思い

ます。 

 

・全漁調連の要望事項を見ていると、外国漁船の問題等で毎年同

じような書き方をしているところが見受けられます。国際情勢

は刻々と変化していて、それに合わせて内容を変えていくこと

が必要であると思います。 

 

・外国漁船の問題については本県から要望自体はしておりません

が石川県等がこの問題について要望しているものです。先ほど

スケジュールの説明がありましたが、今後日本海ブロック等で

同様の問題について、要望がありましたら国際情勢等に合わせ

た形で文言を修正するよう申し述べることとしたいと思いま

す。 

 

・ありがとうございました。私の方から一点ミニボートの問題に

ついて意見ですけれども、ミニボートは陸上でいうところの自

転車であると思います。自転車については、保険加入の義務化

の動きがございます。条例で規定しているので都道府県でまち

まちだとは思いますが、少し調べていただきたいと考えており

ます。また、自転車には整備不良等の罰則もあるようなので、

事務局に調べていただいたうえでこの問題に対して対応を考え

ていきたいと思います。 

 

・大きい船あるいは漁船については、保険加入の義務化など法整
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土屋会長 

 

 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

本間委員 

 

 

 

上村技師 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

事務局 

(渡邉) 

備が進んでいるようですが、ミニボート等はそれがない。ミニ

ボートについて様々な問題がでてきているため規制が進んでい

けばよいと考えております。 

 

・それでは議題（６）について、他に意見等は無いようですので、

委員の皆様からの意見を踏まえたうえ、軽微な字句等の修正に

ついては、私と事務局に一任していただき案のとおり要望する

こととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは、議題(６)について了承いただきましたので案のとお

り要望することとします。 

・続いて、議題（７）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更

について」報告をお願いします。 

 

［資料７に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありません

でしょうか。 

 

・まぐろの資源量は回復していると思いますし、いか釣り漁業の

操業の障害になってもいますので、もっとトン数を配分しても

よいのではないでしょうか。 

 

・最近、まぐろの資源評価が行われまして、かなり早いペースで

資源が回復しているとの評価をいただきました。また、基本的

には 2024 年までは現在の制度で管理していきますが、それ以降

は、なにかしら漁獲枠の設定など制度が見直されるのではない

かと考えております。 

 

・他に意見等無いようですので、議題（７）について終わります。 

・続いて、議題（８）「資源管理の状況等の報告について」報告

をお願いします。 

 

［資料８に基づき説明］ 
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土屋会長 

 

 

葛西委員 

 

 

事務局 

(渡邉) 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

事務局 

(渡邉) 

土屋会長 

 

若杉委員 

 

 

事務局 

(渡邉) 

 

若杉委員 

 

 

事務局 

(渡邉) 

 

若杉委員 

 

 

吉田係長 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はありません

でしょうか。 

 

・資料中に「適切かつ有効に」とありますが、資源管理の観点か

ら資源を獲りすぎてないことを確認しているものでしょうか。 

 

・葛西委員のおっしゃるとおり、資源管理の観点も重要な要素と

して含まれております。今回休業中の漁業権については聞き取

りを行い、資源が枯渇していることを鑑みて計画的に休業して

いるとのことです。また今後、資源が回復し次第、有効に活用

できるように指導していきたいと考えております。 

 

・他に意見等無いようですので、議題（８）について終わります。 

・続いて、議題（９）「その他」ですが、事務局から何かありま

すか。 

 

［漁業権の一斉更新について説明］ 
 
・ただいまの説明について、意見等ございますでしょうか。 
 

・漁場計画の計画案とありますが、新しく漁業権を取りたいとい

いう場合には関係ないのですか 
 
・更新を行うものと新規で漁業権を免許するものすべて計画案を

策定いたします。 
 
・漁業権免許の漁協等の申請は具体的には何をするのでしょう 
か。 

 
・県が漁場計画を策定し、その計画に対して漁協等の皆様に申請

していただきます。 
 
・漁場計画の計画案の策定に当たっては漁協が入らないという認

識でよろしいでしょうか。 
 
・大まかに流れを説明しますと、これからどの魚種を漁場計画に

入れたいなどの要望の吸い上げを行い、漁場計画の修正を年末
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若杉委員 

 

 

吉田係長 

 

事務局 

(渡邉) 

 

土屋会長 

 

 

前副参事 

 

土屋会長 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

米山課長 

に向けて行っていきます。漁協の皆様とやりとりをさせていた

だきその中で県が漁場計画を示したものについて、申請いただ

く形になります。 
 
・漁協の申請というのは、策定された漁場計画について正式に申

請するということですか。 
 
・そのとおりです。 
 
・現行漁業権の確認の段階で、漁協の皆様には意向の確認や要望

の調査等をさせていただきます。 
 
・他に意見等無いようですので、「漁業権の一斉更新について」は

終わります。その他、事務局より何かありますでしょうか。 
 
［水産振興戦略について説明］ 
 
・ただいまの説明について、意見等ございますでしょうか。 
 

・素晴らしい計画で感心して聞いておりました。現状として、漁

業者がどんどん減少しておりこれを解消しなければ、高く買う

仲買人もいないため市場での値段があがるはずがない。前に雑

誌で取材を受けたときには、雌がにがこれまでにない値段で売

れた。なんとか凌ぎながらやってはいるけれども、後継者が減

り組合員が減っていくことには手を打たなければならない。こ

の問題は、年齢層の高い人たちだけで考えていっても難しい問

題だと考えております。若手の人たちに主体となってもらい、

上にたつ人が実行に移すような組織作りをしていかなければな

らないと思います。文章に書くのは簡単ですけれども、行動に

移すのはとても難しいと思いますので、県の皆様には頑張って

いただきたい。 

 

・実態として富樫委員のおっしゃったことがありますけれども、

できることからやっていくことが大事ではないかと考えており

ます。 

 

・我々が説明するまでもなく、現状は漁業者の皆様が一番よくわ
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土屋会長 

 

葛西委員 

 

 

前副参事 

 

 

 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

 

 

 

かっていらっしゃるかと思います。魚価が安い、後継者がいな

いという問題の根底にあるのは、消費者の魚離れが大きいと思

います。2001 年に一人当たり 40 ㎏魚を食べていたのが、直近

の値は 23 ㎏程度となっており、ライフスタイルの変化の中でな

かなか魚を選んでもらえないという現状があります。仲買人が

買ってくれないのは消費者が魚を食べてくれないということも

関係しております。いかに漁業にかかわる人たちが協力して魚

を選んでもらうということが大切になってくるかと思います。

各地区でこれからプロジェクトを行っていきますが、前向きな

取り組みを皆様にお願いしたいと考えております。 

 

・他に意見等ございますでしょうか。 

 

・資料中の専門家とは具体的にどのような方々をイメージされて

ますでしょうか。 

 

・プロジェクトの内容で専門家の方々も変わってきます。例えば、

魚を売っていくプロの方もいらっしゃいますし、上越地区で進

めているプロジェクトについては、スマート水産業の先進事例

の方々などプロジェクトごとに変わってきますが内容に即した

方々を呼んでいけたらという風に考えております。 

 

・この計画を実行していく中で、一つ足りないものはＰＲ効果だ

と考えております。新潟の人はＰＲが上手ではないので、これ

に関してはメディアを多く活用していただきたいと考えており

ます。先ほどの雌がにの話もありましたが一回の放送での影響

がものすごく大きい。いかに味方につけて宣伝していくかが大

切になってくると思います。我々もいくつか取材を受けたこと

がありますが、その反響が一番大きいので水産振興戦略もメデ

ィアを活用して新潟の魚を宣伝していってほしいと考えていま

す。 

 

・おっしゃるとおり、新潟の人は魚だけに限らず宣伝が上手では

ないことを痛感しております。小さな積み重ねが大きな取り組

みに変わっていくと思います。メディア等も活用して宣伝をし

ていきたいと思いますし、皆様方にも協力していただきたいと

考えております。角上魚類が業績を伸ばしているのも消費者の
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富樫委員 

 

 

土屋会長 

 

 

葛西委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニーズをうまくとらえて販売展開しているからだと思います。

いずれにしろ漁業者とその関係者に利益がでるよう精進してま

いります。 

 

・今ほどもいろいろ話がありましたけれど、第一次産業特に漁業

は組織というか基盤が弱いのではないかと思います。漁業者が

一生懸命魚を取っているのにも関わらず、一番利益を得ている

のが流通業者である。そういった現状を消費者側から見ると非

常に不可解である。いろいろな問題を現実としてとらえながら、

戦略を進めていっていただきたいと考えています。農業の場合

も行政計画を策定するけれども、利害関係もあってなかなか進

まないことが多いです。生産者が利益を多く得られるような基

盤づくりが大切だと思いますし、そのためには漁協の皆さんが

一枚岩になって頑張っていくのが大切だと思います。戦略自体

は素晴らしいけれど、具現化していくのはとても大変だと考え

ています。 

 

・まさに資料に書いてあるとおりで、これを実行していくのであ

れば全面的に協力していきたい。 

 

・会議の前にお話しした、新潟漁協でのくろまぐろのイベントも

メディアや Twitter 等を通じて宣伝しております。 

 

・今ほど、新潟漁協の Twitter のフォロワー数を拝見しましたけ

れど、203 人でした。ぴあ万代が 2059 人、万代島鮮魚センター

のフォロワーは２万人ほどいて、約 100 倍の差がありますよね。

先ほど若い力という話がありましたが、ぴあ万代のバーベキュ

ー場がすごく変わり、大成功しているという話を聞きました。

企画の段階から若い人たちだけに任せていたとのことでした。

若い人たちに任せるということはとても大事だと思います。 

 戦略の内容は別として、プレゼンの資料としては古いスタイル

だなと思いましたし、若い人が作ったらもっと別のものができ

るのではないかなと思います。そういった取り組みも必要では

ないかと考えているところです。我々ももっと頭を柔軟にして

いかなければならないと思います。 
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土屋会長 ・ありがとうございます。新潟漁協としてもこういった取り組み

は初めてで、うまくいかなかったこと等も含めて今後に活かせ

るよう検討していく必要があるかと思います。 

・他に無いようでしたら、本日予定しておりました議題について

審議を終了しましたので、これにて第２０７回新潟海区漁業調

整委員会は、終了とさせて頂きます。 

 

終了：16:00 

 

 

 

 


